
板書計画（例）

前方後円墳って，昔の日本の様子を知るのに，どのくらい重要か？！

・ 予習を兼ねて，事前アンケートに取り組ませてください。
・ 導入では，資料１・２の読み取りを行います【真ん中上】。 展開１では，３つの資料から分かることを箇条書きします【左側】。
・ 展開２では，鑑定書に記す文章を，キーワードで列挙していくとよいでしょう【右側】。
・ 終結では，大和朝廷の影響圏の「ウチ」と「ソト」からの見方をまとめます。資料４と関連付けます。【真ん中下】
・ 板書は，クラスの実態に応じて，アレンジをお願いします。

かん定書 ・
大仙古墳と比べて
・三ツ城92ｍ→小さい
・四角形＋円形→似てる
・ふき石や造出→似てる
・高価な出土品→支配者

大和朝廷と結びついた王

・ひとのお墓
・すごい大事なものが見つかった
・前方後円墳は，すごい特別

パンフレット
・広島県最大
・安芸の大豪族のお墓
・1800以上のはにわ

歴史家
・斜面を石でおおう
・はにわ，玉，鏡，鉄刀
・くびれに，祈りの場所
・５世紀前半

教科書
・むら→くに，力をもつ王
・大和朝廷との関わり

三ツ城古墳 1990から復元工事

保存

資料４

近き中心
米作→くに→連合

北と南
狩や漁，独自の文化

資料1 資料2



工事前の三ツ城古墳の様子

資料１

https://www.city.higashihiroshima.lg.jp/material/files/group/86/82281746.pdf

工事前の三ツ城古墳の様子



資料２

https://www.hiroshima-bunka.jp/modules/newdb/detail.php?id=683

復元工事途中の三ツ城古墳の様子



資料３

三ツ城古墳の観光パンフレット
（表）



三ツ城古墳の観光パンフレット
（裏）



資料４

前方後円墳の分布の地図


